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時

言首

規
副
市
輯
の
重
要

第
十
九
巻

(
第
二
親

九
O
)

λ 

号

論

蝶

梁

税

の

重

要

神

戸

正

必雄

緒
言
(
本
論
白
目
的
)

媒
噛
草
枕
白
範
閣
(
↓
其
理
論
川
原
則
FK
白
縮
問
的
除
外
制
叶
純
箇
人
的
純
家
族
的
の
も
目
的
問
中
術
及
敬
育
時
間
附
白
鋳
め
に
す
る
も
の
川
町
官

(

(

、

(

(

公
聴
に
闘
す
る
も
の
叫
宗
教
、
信
怖
又
は
祉
骨
階
級
自
衛
に
闘
す
る
も
の
同
町
肱
盆
を
専
ら
枇
官
事
業
に
向
〈
る
も

0
4共
賞
倒
的
普
的
ザ
グ
セ
ン

(
 

代
崎
遁
A
L
岡
)

第
一
五
燥
地
才
明
日
捜
索
柑
(
付
給
付
随
力
上
小
川
長
所
同
盟
一
町
一
川
哩
一
住
吉
の
小
川
甥
筑
(
同
財
政
収
入
上
小
川
長
所
一
同
蝿
所
同
一
位
合
政
策

ι小
川
抑
陸
日
間
方

)

)

)

)

)

 

策
作
曲
長
的
方
策
い
一
般
世
令
事
業
助
成
作
有
誼
な
る
娯
柴
事
業
の
助
成
伺
生
庄
政
策
上
仏
関
内
瞥
業
者
相
主
閥
係
何
針
外
岡
替
業
者
側
悌
但
敬

)

}

)

 

宵
及
衛
生
政
策
よ
併
問
課
徴
枚
上
九
日
外
人
謀
精
白
技
術
よ
仰
牧
挽
の
務
費
上
)

第

段

結
論
(
全
文
由
要
旨
)緒

f 

1=1 

我

闘

で

は

、

近

頃

、

経

務

界

立

直

の

必

要

が

痛

切

に

戚

壱

ら

れ

、

財

政

緊

縮

が

一

般

に

高

調

さ

れ

て

居

る

が

、



同
時
仁
他
方
、

一
般
康
民
の
花
経
済
の
緊
縮
も
必
要
で
あ
h
、
其
に
於
け
る
節
約
が
糊
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら

向
。
其
が
賞
は
刻
下
最
要
の
案
件
で
ゐ
る
。
今
日
の
閥
民
経
演
の
大
勢
の
下
に
此
時
需
さ
容
れ
ざ
る
放
漫
事
費
な

私
生
活
に
て
は
会
館
山
J

大
勢
を
晩
回
す
る
こ
ご
到
底
不
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
日
、
国
民
に
向
っ
て
佑
結

に
閲
す
る
の
反
省
を
促
が
す
こ
ま
は
何
よ
り
も
緊
急
な
事
で
あ
る
。
侍
ふ
る
所
で
は
政
友
曾
に
於
て
酒
、
煙
草
、

砂
糖
の
三
大
脊
修
的
消
費
げ
の
増
徴
を
考
慮
し
て
居
る
ご
の
事
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
此
も
這
般
の
事
態
に
顧
み

て
の
噌
』
ご
で
あ
ら
う
。
此
等
の
も
の
も
、
共
枚
入
の
嬰
宮
な
る
司
}
古
に
於
て
は
重
要
で
あ
り
、
遁
例
、
奈
修
課
税

の
代
表
的
の
も
の

Z
見
倣
さ
れ
て
も
居
る
が
、
併
し
此
三
の
も
功
、
重
課
だ
け
で
は
漏
れ
る
所
の
重
要
な
る
脊
修

課
税
物
館
の
存
す
る
こ
子
伊
-
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
右
三
の
も
の
は
つ
ま
り
飲
食
物
に
現
は
れ
た
る
脊
傷
的
表

現
で
あ
る
が
、
此
外
に
脊
修
生
活
の
表
現
ご
し
て
は
、
服
装
及
住
居
の
上
に
現
は
れ
て
居
る
も
の
を
見
逃
が
し
て

は
な
ら
な
い
o

此
見
地
に
於
て
高
級
織
物
税
、
貴
金
属
品
税
、
高
級
住
居
税
な
ど
が
考
察
に
来
る
。
其
中
の
或
も

の
は
課
税
技
術
上
は
困
難
に
は
相
違
な
い
が
、
問
題
ご
し
て
は
一
際
考
慮
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
其

の
み
で
は
前
ほ
足
ら
争
、
文
化
的
努
修
に
属
す
る
娯
幾
の
課
税
を
ち
逸
し
て
は
な
ら
な
い
。
従
来
、
此
穏
の
娯
楽

税
は
田
早
に
地
方
税
Z
し
て
の
み
考
へ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
良
〈
-
早
々
考
ふ
る
吉
国
税
正
し

τも
薦
h
u

べ
き
も
の
を

も
つ
o

そ
し
て
其
が
生
産
、
枇
舎
、
教
育
政
策
上
等
よ
り
並
に
財
政
、
行
政
上
等
よ
り
し
て
も
有
意
義
の
も
の
で

あ
る
古
い
ふ
に
於

τ、
そ
し
て
特
に
今
日
の
日
本
の
事
態
の
下
に
特
別
考
慮
の
要
ゐ
る
こ
ご
を
思
ふ
に
於
て
‘
私

密寺

論

挟
柴
拐
の
重
要

第
十
九
巻

(
第
二
税

ブL

) 

九



時

諭

規
梨
抽
の
重
要

第
十
九
巻

(
第
二
競

j， 
) 

立リ

O 

が
弦
に
之
を
梶
へ
て
問
題
ご
す
る
の
は
無
用
で
は
な
か
ら
う
Z
思
ふ
。

第
一
段

焼
集
積
の
範
固

一
実
理
論
1

1
本
論
に
入
る
前
に
先
づ
以
て
娘
架
税
の
何
た
る
か
、
英
範
閣
の
如
何
を
定
め
な
〈

τは
な
ら
ぬ
。

某
は
媒
奨
の
税
に
は
相
違
な
い
け
れ
ど
も
、

3

h
ご
て
凡
べ
て
の
娯
楽
に
謀
殺
す
る
が
如
き
ζ

正
は
、
課
税
技
術

上
、
不
可
簡
で
あ

h
、
叉
日
公
盆
上
文
化
政
策
上
に
も
得
策
Z
せ
ぬ
ご
い
ふ
-
』
ご
が
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
之
を
一
定

範
閣
の
娯
楽
に
限
局
し
て
課
税
す
る
の
外
な
〈
、

が、

A
其
の
原
則
上
課
税
さ
る
べ
き
の
娯
楽
己

L
t
も
、
之
を
概
念
的
に
定
め
る
-
』
百
は
(
誌
一
)
困
難
で
あ

b
、

椴
A
T
其
を
定
め
て
も
、
其
で
は
向
ほ
課
税
技
術
上
捕
拠
難
の
も
の
ま
で
も
合
む
こ
ご
、
な
る
の
不
利
が
あ
る
の

一
定

ω除
外
例
を
も
設
〈
る

4
吉
、
な
る
ぺ
き
も
の
で
ゐ
る

で
、
勢
ひ
葉
を
列
泉
的
に
指
定
す
る
こ
正
、
な
る
を
見
れ
ぬ
(
融
ニ
)
O

そ
し
て
其
ぞ
列
奉
す
る
ご
な
れ
ば
、
国
備
に

よ
ピ
リ
て
娯
裂
の
積
類
が
異
る
か
ら
・
外
岡
ω
b
d
其
僚
に
田
昌
似
る
詳
に
往
か
争
、
慎
重
に
之
が
取
拾
を
要
す
る
こ

t

zな
る
べ
き
で
あ
る
。
引
を

L
て
其
除
外
例
Z
綿
す
べ
き
も
の
が
課
税
技
術
上
か
ぬ
盆
上
か
に
之
を
捕
捉
す
る
を

困
難
芭

L
叉
は
得
策
ご
せ
ゴ
る
も
の
だ
る
こ
さ
勿
論
で
ゐ
る
。
い
共
第
一
の
も
の
は
純
筒
人
的
及
純
家
族
的
の
燥

奨
で
あ
る
。
或
人
が
濁
り
で
償
を
吹
き
ピ
ア
ノ
を
弾
じ
て
奨
ん
で
居
る
の
(
註
コ
一
)
ま
で
も
課
税
す
る
ぜ
い
ふ
こ
己

は
、
技
術
上
出
来
る
二
ご
で
は
な
〈
、
之
を
課
し
た
・
己
主
可
な
り
多
〈
を
漏
ら
す
こ

Z
、
な
る
し
、
之
を
漏
れ
な



〈
取
ら
う
Z
す
れ
ば
、
行
政
L
L
繁
雑
に
堪
え
な
い
の
み
で
な
〈
、
箇
人
ご
し
て
も
徐
'
り
に
甚
し
〈
其
自
由
の
行
動

を
束
縛
さ
る
、
こ
ご
、
な
る
の
で
、
文
化
政
策
上
好
ま
し
か
ら
予
言
い
ふ
こ
己
、
も
な
る
。
各
人
が
共
筒
人
の
行

動
正
し
て
符
す
こ
ご
は
、
其
が
公
の
利
益
を
官
官
う
こ
ご
の
な
き
以
上
、
之
を
自
由
じ
行
は
し
む
る
の
が
望
ま
し

ぃ
。
筒
人
に
つ
い
て
い
ふ
こ
ご
は
之
を
家
族
内
仁
て
行
は
る
、
も
の
に
も
推
し
康
め
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
慈
に

於
て
か
課
税
す
べ
き
は
公
開
的
娯
幾
ピ
ご
も
い
は
る
、
が
(
註
四
)
、
其
で
は
叉
狭
量
、
に
失
す
る
ニ
吉
、
な
る
。
夫
の

合
員
組
織
の
娯
楽
閤
憾
に
よ
る
娯
楽
の
如
き
は
公
開
的
の
も
の
で
な
レ

Z
も
い
ひ
得
る
が
、
併
し
之
を
兎
枕
し
て

は
あ
ま
り
に
漣
税
の
援
道
を
開
C
こ
ご
に
な
る
o

之
は
む
し
ろ
課
税
す
る
-
』
己
、
魚
し
(
註
五
)
、
郎
も
純
家
族
的
及

純
筒
人
的
の
も
の
で
な
い
以
上
、
此
積
の
闇
鱒
的
の
娯
楽
を
課
税
す
る
こ
ず
、
す
る
の
が
至
営
で
あ
る
。
主
(
他
、

会
開
一
的
娯
楽
に
課
す
る
の
に
ご
い
ふ
正
、
或
人
又
は
家
族
が
他
の
人
又
は
家
族
の
者
を
私
邸
に
招
い
て
娯
裂
を
匁

す
の
を
も
除
か
な
し
て
な
ら
な
〈
な
る
が
、
然
る
ご
き
は
又
此
に
も
遁
枕
の
潟
め
の
大
な
穴
を
開
〈
こ
ご
に
な
る

の
み
な
ら
争
、
共
中
に
は
宮
煮
の
大
な
脊
修
が
行
は
れ
て
芸
を
逃
が
す
こ
さ
の
得
策
な
ら

F
る
も
の
も
あ
る
か

ら
、
此
は
是
非
Z
も
課
す
る
や
う
じ
し
た
〈
富
士
)
、
矢
張
り
此
勅
か
ら
い
ふ
て
も
会
問
的
娘
柴
を
課
す
ご
し
て
は

狭
き
に
失
す
る
o

む
し
ろ
純
家
族
的
叉
は
純
筒
人
的
の
も
の
を
除
外
し

τ、
其
他
の
娯
奨
を
課
税
す
る
こ
ご
、
す

る
が
良
い
。
で
、
或
人
叉
は
或
家
族
に
於

t
皐
に
他
人
を
招
い
て
茶
菓
を
供
し
、
御
馳
走
を
掛
川
し
、
談
話
を
錦
す

ま
で
は
煤
業
枕
を
課
す
ぺ
き
で
は
な
い
が
、
既
に
此
際
に
音
奨
理
業
競
技
等
一
定
の
徐
典
を
交
ゆ
る
に
於
て
は
之

時

論

相
間
帯
柏
田
重
曹

第
十
九
巻

(
第
二
蹴

九

) 

四



時

論

娯
楽
粧
品
重
要

第
十
九
巻

へ
第
二
親

九
四
)

凹

に
課
税
す
る
の
外
な
(
、
此
等
の
も
の
を
交
る
日
ど
の
場
合
に
は
、
之
が
開
催
者
に
於
て
特
別
の
税
を
携
ふ
に
け

の
像
力
が
ゐ
り
、
主
(
徐
力
ゐ
る
以
上
は
之
を
擦
ひ
っ
、
催
を
行
ふ
た
ら
良
い
の
で
あ
り
、

之
を
負
は
し
む
る
こ
ピ

が
、
甚
し
〈
人
々
の
自
由
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
く
、
共
位
の
拘
束
だ
り
は
辛
捧
し
て
も
良
か
ら
う
ご
思
ふ
。

ゐ
第
二
の
除
外
例
は
事
術
及
数
育
奨
胤
の
潟
め
じ
す
る
も
の
で
、
特
に
官
会
立
致
育
設
備
の
内
部
に
て
又
は
公
認

苫
れ
た
る
私
の
数
育
設
備
の
内
部
に
て
又
は
ぬ
闘
の
憾
に

τも
無
償
に
で
且
つ
一
公
の
認
可
を
得
て
行
は
晶
、
も
の

を
免
税
す
ぺ
き
で
ゐ
る
(
詰
七
)
O

即
ち
準
校
私
熟
な
円
乙
に
於
り
る
昔
幾
等
に
は
課
税
す
ぺ
き
で
な
い
が
、
所
謂
出
数

授
J
Y
G

稀
し
て
遊
醤
師
匠
が
私
人
の
宅
に
来
っ
て
数
ゆ
る
も
の
、
如
き
は
、
異
に
数
育
の
震
め
の
み
に
す
る
の
正
、

娘
幾
の
潟
め
に
す
る
の
芭
の
鼠
別
が
つ
き
悪
い
か
ら
之
を
課
税
す
る
の
外
な
い
。
叉
北
場
合
に
は
租
税
を
携
ム
カ

は
妙
に
備
は
っ
て
居
品
。
般
A

ザ
草
に
数
育
の
み
の
怨
め
に
教
師
を
招
い
た
場
合
ぜ
し
て
も
、
数
師
を
家
庭
に
召
び

寄
せ
る
ほ
ど
の
も
の
は
、
相
営
之
が
申
告
を
錯
し
一
定
の
納
税
を
匁
す
こ
ご
を
備
す
ぺ
き
で
な
い
。
叉
公
開
に
て

催
き
る
、
も
の
に
じ
て
芸
が
一
部
皐
術
技
塾
奨
励
の
目
的
を
も
っ
正
し
て
も
、
有
償
で
行
は
品
、
じ
於
て
之
仁
盛

加
す
る
者
に
娯
楽
心
気
分
が
あ
り
、
そ
し
て
税
伝
携
ひ
得
る
こ
ご
を
一
不
す
の
で
あ
る
か
ら
、
主
(
を
免
税
し
て
は
な

ら
な
い
寄
る
。
は
第
三
の
除
外
例
は
官
会
腐
の
内
部
に
て
又
は
官
会
鹿
所
一
勝
岩
が
会
の
場
廃
例
之
H

常
道
に
て
制
度

上
官
然
に
行
ふ
も
の
、
如
き
で
、
例
之
、
陸
海
軍
内
部
に
於
け
る
軍
楽
、
兵
士
の
行
進
中
の
奏
築
の
如
き
も
の

は
、
岡
よ
り
之
に
課
税
す
べ
き
で
な
い
宮
丸
)
。
に
第
四
の
除
外
例
は
宗
数
又
は
信
仰
上
又
は
一
献
曾
階
級
自
衛
上
特

，t
、



殊
の
意
味
ゐ
る
も
の
に

L
て
会
の
認
可
を
得
て
行
は
る
、
も
の
で
、
此
は
除
外
す
べ
き
で
ゐ
る
。
例
之
、
寺
院
の

品
開
舎
‘
紳
枇
の
祭
棟
、
勢
働
煮
の
示
威
行
列
の
如
き
も
の
は
之
仁
多
加
す
る
者
仁
於
て
一
部
娯
築
気
分
は
あ
る

け
れ
H

と
も
、
彼
等
の
精
紳
生
活
並
に
経
済
生
活
上
厳
粛
な
る
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其
れ

rけ
は
課
税

か
ら
除
〈
の
が
程
賞
で
あ
ら
r

フ
O

但
し
共
が
濫
用
さ
れ
、
蓮
脱
の
意
味
で
行
は
れ
て
は
な
ら
ぬ
か
ら
・
其
を
防
止

す
る
ピ
り
の
公
の
認
可
は
必
要
ご
な
る
で
あ
ら
う
o
ほ
第
五
の
除
外
例
は
其
牧
盆
が
専
ら
慈
善
其
他
の
枇
曾
事
業

に
向
け
ら
る
、
も
の
で
、
此
の
如
き
も
り
は
之
に
会
〈
謀
殺
せ
唱
さ
る
こ
吉
、
す
る
か
、
或
は
少
〈
さ
も
之
に
軽
い

率
t
f
遁
用
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
ご
恩
ふ
宗
十
)
。

詩
串
者
F
色
々
。
概
念
を
興
へ
て
屑
る
が
何
れ
も
明
確
白
も
の
で
は
な
い
。
印
ち
ク
ラ
イ
シ
ウ
エ
ヒ
ダ
ー
は
、
媒
蝿
粧
と

ι
演
劇
、
普

来
、
舞
踏
、
凡
べ
て
の
稲
如
白
見
せ
物
、
凡
べ
て
の
稿
類
回
公
の
娘
錯
等
の
枕
だ
と
符

L
、
加
藤
氏
は
、
多
少
者
格
的
な
る
娯
換
の
挽
だ
と
錦

L
、
そ
れ
か
ら
猫
迩
の
新
規
柴
荷
法
の
窓
昧
に
於
吋
る
娯
捕
の
内
容
を
以
て
、

F
I
レ
ス
位
、
世
交
的
表
現
に
於
け
る
娯
楽
'
P
一錦
L
、
エ
ア
ラ
ー

は
、
開
催
者
の
醐
に
て
野
利
目
的
に
用
立
ち
、
参
加
者
側
に
て
は
娯
柴
問
的
民
用
立
つ
所
の
蹴
出
の
催
だ
と
錦
し
て
屠
り
、
蕎
北
川
地
方
柑
法
上
田

娯
鼎
の
意
味
に
つ
き
行
政
毅
剣
所
判
決
は
、
開
催
者
四
目
的
前
、
慰
め
る
と
と
及
柴
き
す
と
と
に
あ
り
て
、
且
つ
之
に
相
官
な
る
が
如
き
凡
ベ
て

の
催
、
続
出
、
提
出
日
夜
と
し
て
居
る
。

(
控
-
)

(
註
ニ
)

、，z
 

ア
ル
ト
マ
シ
仕
、
規
柴
の
意
味
の
虞
い
こ
と
に
於
て
、
多
〈
の
枕
怯
に
て
、
決
疑
的
の
刑
事
が
見
出
さ
る
‘
?
と
い
ふ
で
居
る
。

(
註
三
)
ゲ

I
レ
ス
位
、
調
塩
田
新
県
柴
税
法
に
関
聯
し
て
、
或
人
が
濁
り
に
で
笛
を
吹
〈
と
も
課
税
義
務
あ
る
煤
曹
と
な
ら
ず
、
文
料
理
腔
に
往

っ
て
、
濁
り
で
持
棋
を
慰
む
止
も
、
課
栓
百
四
由
と
な
ら
干
と
い
ふ
て
居
る
。

(
陸
回
)

普
魯
西
田
一

λ
八
九
年
四
閤
骨
に
て
は
謀
稔
り
範
間
出
品
聞
の
娯
離
に
限
ら
札
た
炉
、
然
る
'
h

」
曹
は
、
其
公
聞
の
意
時
は
、
或
は
、
監
、

時

諭

畑
問
柴
揖
白
震
要

(
第
二
暁

九
五
)

四

第
十
九
巻

~letnwächteT， Fw. S. 263-4. Kato， Die Wohnungs.und Luxussteuern. 
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時

媒
染
酷
の
茸
嬰

I"l 
周

第
十
九
巻

論

(
第
二
親

九
六
)

種
額
及
箇
性
に
於
て
不
定
な
る
多
世
人
白
蜘
拠
が
詐
さ
る
L

場
合
と
解
せ
ら
れ
、
或
は
、
筒
人
的
に
一
定
し
た
る
人
の
範
聞
に
の
か
入
る
を
許
き

る
誌
も
白
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
解
せ
ら
れ
、
或
は
、
一
定
自
候
件
を
聾
ナ
る
に
せ
よ
、
何
人
も
入
る
こ
と
を
詐
さ
る
L

催
と
解
せ
ら
る
ミ
と
と

誌
な
る
。

(
註
亙
)
右
公
闘
の
意
味
に
し
て
、
註
四
に
事
「
る
第
一
一
ー
は
第
二
四
見
解
を
採
る
・
と
す
れ
ば
、
倶
操
部
組
織
に
よ
ワ
て
粧
を
誼
肱

L
得
る
ζ

と
込

な
る
O
R
、
弱
抽
曲
目
新
媒
融
制
桔
札
仰
に
て
は
、
協
曾
所
属
の
揖
虎
を
私
宅
に
準
ず
と
し
て
、
此
に
て
行
ム
娯
裂
を
初
め
よ
り
克
酷
し
て
居
る
が
、
此

白
如
き
倶
雌
軍
部
を
作
る
ほ

r由
も
の
に
位
此
枕
を
克
秘
し
て
は
な
ら
ぬ

L
、
之
E
L
て
遁
枕
さ
ぜ
で
も
な
ら
な
い
。

会
聞
の
娯
楽
に
限
る
乙
と
誌
な
る
と
、
註
四
に
い
ふ
何
の
意
味
か
ら

L
て
も
、
私
邸
に
専
を
招
〈
者
修
的
娯
柴
を
課
す
る
能
は
ぎ
る
こ
と

と
な
る
@
又
ロ
イ
ス
エ
ル
テ
レ
リ
=
ェ
ー
で
は
uu

明
か
に
此
家
族
娩
柴
に
地
方
謀
粧
を
禁
じ
、
調
留
の
新
法
に
て
も
消
極
的
施
問
自
第
四
項
に
で

之
を
免
ず
る
け
れ
ど
も
、
然
る
と
き
は
媒
柴
酷
が
、
一
方
に
貧
乏
人
自
媒
耐
討
を
謀
枯

L
つ
弘
、
他
方
に
富
者
白
井
を
免

f
る
白
不
必
平
を
与
一

f

(
註
六
)

る
。
故
に
是
非
と
も
公
開
。
に
限
ら
ず

L
て
、
荷
く
も
他
人
を
も
交
ゆ
る
娯
刷
用
た
る
以
上
、
私
邸
内
田
も
認
祝
し
な
〈
で
は
な
ら
向
。
之
に
つ
き

シ
Z

プ
レ
ー
は
可
此
に
租
掛
金
正
原
則
が
高
調
せ
ら
る
べ
〈
、
此
等
の
宥
修
枯
で
倒
之
、
民
衆
の
見
ぜ
物
、
舞
踏
、
祉
交
、
普
柴
に
於
け
る
制
民

自
省
修
的
消
費
出
謀
開
き
る
A

以
上
位
、
中
等
及
高
島
市
階
粧
の
同
一
傾
向
も
、
競
瓜
よ
り

L
て
非
同
の
前
審
に
亘
る
ま
で
、
一
様
に
且
つ
串
ろ
一

厨
高
い
負
強
寧
に
て
捕
捉
さ
れ
な
〈
で
は
な
ら
向
。
仮
令
耳
目
酌
私
邸
の
誹
蹄
令
等
の
直
接
白
消
費
者
課
税
に
よ
っ
て
の
み
生
ピ
得
る
と
も
、
之
を

課
枕
し
な
〈
で
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
て
居
る
所
で
あ
る
ロ
そ
し
て
普
魯
固
の
一

λ
九
ニ
年
田
地
方
税
に
劃
す
る
九
四
年
白
施
行
規
怖
に
於
て
、
此

課
粧
を
法
定
す
べ
き
制
限
を
事
「
る
と
白
と
な
〈
し
て
市
町
村
に
許
し
た
所
の
比
稀
法
に
於
て
、
純
家
族
的
性
貨
の
娯
楽
町
諜
粧
を
可
能
と
タ
る
こ

と
、
又
は
両
尚
な
る
皐
問
的
文
は
技
術
的
利
盆
自
存
す
る
醜
柴
の
課
粧
を
例
件
な
〈
勘
め
る
乙
と
を
却
す
る
も
の
で
な
い
と
相
判
定
し
て
居
る
け
れ

Y
一
色
、
其
は
家
族
眠
り
に
て
行
は
る
ミ
純
家
接
的
白
眼
曲
却
を
成
る
べ

t
課
枕
せ
向
宇
う
に
と
い
ふ
と
と
J

て
あ
り
、
家
族
に
他
人
世
交
日
た
る
加
き

私
的
の
催
ま
で
宥
却
す
る
申
意
味
て
は
あ
る
ま
い
。
刃
ウ
ア
マ
ミ
及
ピ
ル
ン
バ
ウ
ム
は
普
目
地
方
税
誌
に
つ
き
、
公
開
白
他
自
外
に
、
私
的
性

同町

質
の
も
課
甜
き
る
誌
を
得
と
い
ふ
て
居
る
。

(
佐
七
)

此
は
一
般
に
行
は
れ
て
居
る
。
即
ち
普
由
一
八

λ
九
年
の
閑
令
に
で
も
、
皐
問
及
技
輩
。
高
備
な
る
利
盆
の
偲
め
に
ず
る
川
慌
が
克
輸
と
な

?ヤIeyer，a. ~. O. S. 2:， ~_O固め Erler ， a. a. O. S. II・
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り
、
一

λ
九
三
年
白
地
同
由
地
方
税
法
共
も
自
に
て
は
明
示
せ
白
出
、
其
施
行
規
則
に
て
は
、
高
備
な
る
皐
問
的
又
は
技
術
的
利
壷
自
存
す
る
媒
梨

四
課
桔
を
例
外
な
〈
勘
め
る
と
と
を
則
す
る
も
白
に
非
ず
と
あ
り
、
ザ
ク
セ
ン
法
で
は
、
品
目
普
柴
的
演
奏
、
原
型
的
及
朗
識
的
演
遇
、
且
せ
物

及
媒
噛
端
で
あ
っ
て
技
術
及
問
中
間
白
高
備
な
る
利
描
白
勉
め
に
行
は
れ
且
つ
無
償
に
て
行
は
る
λ

も
O
L
品
売
括
主
h
u

り
、
調
謹
新
法
に
て
は
情
極

的
範
悶
白
第
一
、
第
三
、
第
育
現
に
て
此
植
の
も
の
を
兎
除
し
て
居
る
。

(駐

A
)

マ
イ
ヤ
ー
は
、
単
阿
技
官
輔
の
縄
白
白
催
も
原
則
的
に
課
柁
か
ら
除
外
せ
ら
る
λ

も
白
で
な
い
。
併
し
共
謀
祉
は
、
同
時
に
企
業
者
側
に
で

回

利
得
を
卑
「
る
目
的
自
存
す
る
と
き
に
の
か
器
護
せ
ら
る
ふ
と
い
ふ
て
屠
る
。

(
腔
丸
)

r
I
レ
ス
位
、
軍
隊
出
公
遣
を
廻
っ
て
行
溢
曲
を
奏
し
‘
又
ほ
軍
柴
除
が
軍
隊
の
矯
め
に
曲
を
奏
ず
る
と
も
、
何
人
も
之
に
つ
き
て
組
税

義
務
あ
り
と
い
ふ
考
を
不
合
理
在
感
ず
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
て
居
る
。

(註

-
O
)

猫
新
法
に
で
も
、
消
極
的
範
岡
田
第
二
に
て
之
を
克
枕
し
て
鳴
る
が
、
加
藤
氏
位
、
慈
善
目
的
自
縛
め
の
各
自
他
仕
或
は
圭
{
琵
輯
き

る
λ

か
或
位
睦
だ
盟
き
割
に
て
謀
せ
ら
る
〈
き
で
あ
る
と
い
ふ
て
居
る
。

ニ
芸
賞
例
l
|
A
普
魯
西
の
一
八
八
九
年
の
閣
令
に
て
は
、
課
税
の
範
園
は
公
開
の
刷
版
幾
に
限
b
、
但
し
事
問
及

技
馨

ω高
備
な
る
利
盆
の
縛
め
に
す
る
催
は
之
を
除
〈
ざ
い
ふ
の
で
あ
h
、
普
魯
西
の
一
人
九
三
年
の
地
方
税
法

に
て
は
、
音
楽
的
及
朗
読
的
演
越
を
合
み
た
る
娯
楽
及
巡
業
技
術
家
の
見
せ
物
の
課
枕
Z
い
ふ
こ
吉
、
な
り
、

B

ザ
ク
セ

Y

法
に

τは
、
託
公
開
の
音
楽
、
麗
薬
及
朗
読
的
演
出
、
見
せ
物
及
有
色
ゆ
る
種
類
の
娯
楽
に
課
税
し
、
宿

屋
、
居
酒
屋
又
は
集
曾
所
に
て
協
舎
叉
は
枇
交
園
よ
り
催
き
る
、
も
の
は
之
に
準
宇
。
但
し
其
等
の
も
の
が
曲
学
問

又
は
技
義
の
高
倫
な
る
利
盆
の
潟
め
に
行
は
れ
、
且
つ
無
償
に
て
行
は
る
、
だ
け
に
て
は
兎
税
ご
な
っ
て
居
る
引

C
組
側
逸
の
一
九
一
一
一
年
六
月
九
日
の
娯
築
税
法
に
て
は
今
少
し
〈
絢
〈
、
次
の
や
う
に
課
税
範
園
が
一
不
吉
れ
て
居

時

Z命

娯
集
脆
白
重
要

第

貌

第
十
九
径

九
七
)

四
E 
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時

娘
集
積
竺
且
要

九
八

一
回
大

第
十
九
巻

(
第
二
披

諦:

る
018) 

ν積
極
的
範
園
1
l
l

ー
舞
踏
舎
、
椴
袈
曾
、
般
面
舞
踏
舎
、

2
民
衆
娯
襲
、
例
之
、
輪
舞
、
ヨ
フ
ン
コ
、
競
馬
、
射
的
場
、
博
突
場
、
ヵ
槌
及
類
似
の
装
置
、
昔
柴
又
は

演
舌
の
機
械
的
復
演
の
装
置
、
競
技
、
稲
引
車
、
金
銭
又
は
物
品
の
譲
引
設
備
、
滑
道
及
類
似
の
道
、
自
樽
車
線

習
場
及
類
似
の
も
の
、

3
曲
馬
場
、
名
人
舎
、
寄
席
、
雑
劇
、
舞
踏
居
酒
屋
、
各
稀
の
見
せ
物
、
展
覧
舎
及
陳
列
場
(
但
し
替
利
目

的
に
役
立
た

5
る
も
の
を
除
(
)
、
化
粧
室
、
パ
ノ
ラ
マ
、
バ
ノ
プ
チ

1
ク
、
馴
ら
さ
れ
た
る
動
物
の
見
せ
物
、
野

獣
園
及
類
似
の
も
の
、

4
運
動
的
催

5
お
其
E
A
妖
鬼
展
覧
、
人
形
及
惚
儲
芝
居
、

日
演
劇
、
舞
踊
劇
、

7
昔
奨
曾
・
及
其
他
の
一
一
首
幾
的
及
謹
酬
明
的
演
奏
舎
、
務
設
舎
、
講
話
合
、
朗
読
合
、
朗
吟
舎
、
舞
踏
術
の
観

覧
曾
、ろ

消
極
的
範
囲
|
|
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日
リ
軍
に
一
公
の
致
育
設
備
又
は
会
認
さ
れ
た
る
私
立
川
U

教
育
設
備
に
於
け
る
教
育
に
用
立
ち
又
は
致
育
行
政
腐

の
総
可
を
得
て
専
ら
此
の
如
、
き
殺
育
設
備
の
生
徒
並
に
其
従
属
者
の
矯
め
に
行
は
る
、
催
、
並
に
大
皐
の
R

公
開
講

義

ヨ
其
牧
盆
が
専
ら
及
直
接
に
、
噛
踏
め
申
告
3
れ
た
る
慈
善
目
的
に
支
出
せ
ら
る
、
催
(
但

L
舞
踏
娘
一
幾
の
結

付
〈
も
の
は
此
限
り
に
非
宇
)
、

3
専
巴
青
年
訓
育
又
は
髄
育
に
用
立
つ
所
の
催
(
此
積
の
偉
業
的
催
、
並
に
競
技
具
、
競
技
又
は
舞
踏
の
結

付
〈
も

ωは
此
限
に
あ
ら
す
)
、

4
忍
宅
に
於
げ
る
各
筒
人
の
催
に
し
て
之
が
錫
め
に
報
酬
を
梯
は
宇
飲
食
物
が
代
償
支
惜
別
に
謝
し
て
波
さ
れ

.3
る
も
の
、
協
曾
所
周
の
場
所
は
花
宅
に
準
す
、

5
積
極
的
範
園
の
5
6
7
の
積
類
の
催
に

L
て
闘
か
ら
一
公
盆
の
矯
め
に
企
て
ら
れ
、
維
持
せ
ら
れ
又
は
大
に

補
助
せ
ら
る
、
も
の
並
に
、
利
得
獲
得
の
考
な
(
し
で
、
専
ら
技
術
奨
同
又
は
図
民
数
育
の
目
的
の
潟
め
仁
企
て

ら
れ
且
つ
闘
の
政
府
よ
り
一
公
盆
的
な
る
も
の
ピ

L
て
明
示

Lτ
承
認
せ
ら
る
、
催
、

第

段

挟
築
税
の
観
察
結

娯
楽
枕
の
範
国
に
し
て
大
鱒
明
か
ご
な
っ
た
か
ら
に
は
、
今
や
本
論
に
入
っ
て
其
重
要
を
設
か
な
〈
て
は
な
ら

時

論

挟
柴
輯
由
重
要

第
十
九
巷

(
第
二
枕

九
九
)

凹
t 



時

言有

媒
醐
晴
雄

O
重
要

第
十
九
巻

(
第
二
掛
一

0
0
)

四
月、

ぬ
が
、
其
に
は
之
が
観
察
黙
を
示
し
て
其
設
明
を
潟
す
の
が
早
道
で
あ
る
。
左
に
之
を
試
み
や

3
0
先
づ
以

τ、

一
給
付
揺
カ
上
の
見
地
か
ら
し

τ

A
主
戸
長
所
!
ー
を
考
ふ
る
の
に
、
刷
版
奨
は
一
克
来
一
の
給
付
抱
カ
を
一
不
す
所
の
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
此
が
唯
一

の
又
完
全
な
る
表
一
不
正
は
い
は
れ
瓜
で
ゐ
ら
う
。
併
し
或
度
ま
で
此
が
一
の
能
力
表
示
ご
は
い
ひ
得
る
(
註
二
)
O

娯
楽
を
取
る
ご
い
ふ
こ
と
は
、
生
活
に
或
徐
裕
の
あ
る
こ
己
を
示
す
。
少
〈
Z
も
其
は
生
活
の
最
小
限
を
超
え
た

範
聞
に
属
す
る
o

多
少
の
脊
修
を
意
味
す
る
(
註
一
三
o

者
修
の
表
示
た
る
だ
け
に
於
て
飽
カ
を
意
味
す
る
。
生
活

に
俄
力
を
多
(
持
ち
乍
ら
、
あ
ま
り
之
を
取
ら
ぬ
も
ゐ
れ
ば
、
生
活
除
カ
小
で
あ
り
乍
ら
、
過
大
に
之
を
取
る
古

い
ふ
ニ
芭
も
あ
っ
て
、
其
大
小
が
精
密
な
る
能
力
表
示
仕
ら
子
ざ
い
ふ
ニ
ご
は
ゐ
る
が
、
大
曜
に
於
て
生
活
像
力

大
な
岩
が
自
ら
多
〈
の
燥
糊
捕
を
取
り
、
共
像
力
小
な
る
者
は
少
し
か
之
を
取
る
こ
ご
が
出
来
す
ご
い
ふ
ニ
正
、
な

b
.
随
っ

τ之
を
唯
一
の
又
主
要
の
穏
準
ご
は
潟
し
得
な
(
芭
も
、
附
情
的
の
二
次
的
の
能
力
標
準
ご
し
て
利
用

す
る
こ
ご
は
承
認
し
得
ら
晶
、
所
で
あ
る
。
共
も
つ
所
の
不
完
全
不
満
足
の
勅
弘
、
多
少
の
不
完
全
を
免
れ
古
る

凡
ぺ
て
の
税
の
中
に

τは
忍
ぶ
ぺ
〈
恕
す
ぺ
き
の
侠
結
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
其
に
て
生
活
像
力
乏
し
き
貧

乏
人
の
負
携
ご
な
る
場
合
の
生
守
る
こ
ご
は
此
枕
に
於
け
る
最
遺
憾
な
貼
で
は
ゐ
る
が
、
其
Z

C
も
兎
も
角
、
此

税
が
人
の
娯
楽
に
附
帯
し
て
居
る
の
げ
い
か
ら
、
苦
し
い
中
に
も
搬
出
な
傾
が
あ
る
喜
一
=
一
)
O

愈
々
以
て
忍
び
得
る
枕

で
ゐ
る
。



ェ
1

4

W

ヒ
位
、
此
磐
田
物
控
(
劇
場
、
震
喜
白
入
場
ぎ
の
各
筒
白
も
白
に
現
は
る
子
支
出
出
、
租
…
哨
力
あ
る
所
得
世
誼
明
す
る
こ

え
隠
っ
て
此
に
課
せ

ι己
注
枕
が
他
白
消
費
拾
の
補
完
に
適
す
る
も
白
な
る
乙
と
は
争
は
れ
ぞ
と
い
ふ
て
居
る
叫

ヲ
グ
ナ
ー
は
、
比
揖
が
多
少
、
専
修
統
的
性
質
を
有
す
と
い
ふ
で
居
る
咽

(
註
-
-
)

(
註
-
一
ご

( 

る陸
。21)';'

) 

加
藤
氏
は
、
此
抵
は
義
務
者
が
娯
拠
に
行
〈
槌
合
に
課
ナ
る
も
の
だ
か
ち
、
義
勤
者
に
於
て
厄
介
に
は
感
ぜ
ぬ
だ
ら
う
と
説
明
し
て
居

B
其
短
所
!
l
i
い
芸
品
腕
黙
古
い
へ
ば
普
通
の
形
式
に
於
け
る
此
積
の
税
で
は
公
開
の
娯
楽
の
み
を
課
税
し
て
随

ふ
て
貧
乏
人
を
も
課
税
す
る
の
に
、
大
富
士
象
者
が
其
康
大
な
る
私
邸
内
に
て
客
を
招
い
て
家
事
唱
な
る
娯
楽
の
催
を

潟
す
の
争
逸
す
る
の
憾
あ
る
こ
芭
で
ゐ
る
(
註
一
凹
)

O

ろ
此
で
は
残
念
に
か
ら
し
て
、
む
し
ろ
初
め
よ
り

L
て
私
邸

内
の
健
吉
雄
も
他
人
を
交
ゆ
る
一
定
種
娯
楽
に
閲
す
る
以
上
は
、
之
を
申
告
せ
し
め
て
課
税
す
る
こ
ご
さ
匁
す
ぺ

き
も
の
で
あ
る
o
尤
も
然
る

Z
き
は
、
徴
牧
が
多
少
面
倒
古
い
ふ
こ

Z
に
は
な
る
。
東
ら
に
或
は
右
の
如
き
普
通

の
形
式

ω此
税
が
貧
乏
人
ぜ
い
ぶ
能
カ
乏
し
き
者
に
認
す
る
こ
芭

Z
な
る
の
を
避
〈
る
が
縛
め
に
、
公
開
娯
幾
に

日“

於

τ
一
等
席
の
み
の
課
税
(
印
可
c
m
E
E『
出

g
E
E口
問
め
日
常
『
吋
罰
百
九
)
ご
し
ゃ
う
か
ご
の
考
も
あ
る
が
、
然
る

二
三
流
劇
場
の
一
等
席
が
課
せ
ら
る
る
の
不
一
公
平
を
生
中
る
の
み

古
き
は
一
等
劇
場
の
二
等
席
が
免
壱
ら
れ
て
、

な
ら
?
、
財
政
股
入
が
ゐ
ま
h
J
に
小
〈
な
っ
て
債
儲
少
き
税
芭
な
h
，
終
る
の
困
難
が
あ
る
。
叉
娘
奨
で
あ
る
以
上

は
、
絶
岨
割
必
要
に
も
麗
せ
守
、

之
を
享
受
す
る
に
げ
に
於
て
は
貧
乏
人
Z
雛
も
宕
犯
す
る
に
及
ば
ぬ
古
い
ふ
こ
ご

も
あ
る
。時

(
第
二
統
一

O
一)

四
:iL 

論

挟
祭
器
白
重
型

第
十
丸
巷

Eheberg， Fw. 18 & 19 Auf1. S. 498. 
Wagner， Die finanzielle Mitbeteiligung der Gemeinden &c目 s.39 
Kato， a. a. O. S. 87 
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時

C 

) 

五
O 

操
車
弛
白
草
要

第
十
九
寄

(
第
二
焼

~1Íii 
前
出
注
六
参
照
ロ
岱
グ
ラ
フ
は
、
批
完
一
宥
修
耽
を
、
公
の
場
所
に
て
催
さ
る
L

娯
離
に
限
る
と
と
に
依
り
て
、
一
此
交
脊
停
が
蹴
る
不
平

等
、
且
つ
随
A
J

て
不
公
正
に
課
粧
せ
ら
る
ミ
。
何
と
な
れ
ば
大
な
る
#
停
賛
樫
が
富
貴
者
。
私
邸
内
白
催
に
て
行
は
れ
て
、
宿
長
等
に
於
け
る
催

物
に
て
行
は
れ
な
い
こ
と
が
事
貨
で
あ
る
か
ら
と
い
ひ
、
ヲ
グ
ナ
ー
も
.
此
迄
白
形
式
て
は
娯
楽
聴
が
唯
だ
、
中
下
寄
託
舎
の
娯
集
白
相
を
課
税

却

し
て
‘
高
等
階
級
白
其
を
課
税
し
な
い
と
い
ふ
心
配
を
布
ワ
ム
」
い
ふ
て
居
る
。

(
註
一
回
)

二
財
政
牧
入
上
の
見
地
ょ
う

A
其
長
所
此
枕
が
税
た
る
以
上
は
、
給
付
能
力
に
底
十
る
も
の
だ
る
一
」
ご
ご
相
待
っ
て
、
財
政
牧
入
上
の

目
的
に
も
遁
ひ
、
相
官

ω牧
入
を
生
や
る
も
の
で
な
〈
て
は
な
ら
す
、
震
際
此
税
は
之
に
も
漣
λ
所
で
あ
る
霊
一

?
と
。
叉
嘗
て
は
此
に
於
て
此
枚
入
上
の
目
的
が
重
子
炉
』
成
し
て
も
居
っ
た
(
註
一
六
百
毛
し
て
今
日
ご
な

b
て
は
夏

ら
に
文
化
が
準
み
、
又
複
雑
ご
な
っ
て
、
制
限
幾
が
一
般
化

L
民
衆
化
し
つ
つ
あ
る
か
ら
、
若
も
其
仕
組
宜
し
き
を

得
、
之
に
可
な
わ
の
奉
を
課
す
る
な
ら
ば
、
其
の
結
局
め
格
別
、
物
館
の
減
少
を
茶
花
す
ニ
さ
な
く
し
て
、
能
〈
金

偲
上
に
可
な
か
大
な
枚
入
を
も
皐
げ
得
る
で
あ
ら
う
(
註
一
士
)
。
今
の
世
の
人
は
少

L
位
の
出
費
が
嵩
ひ
銭
的
に
娯

業
を
穏
さ
ぎ
る

e
-
Z
に
堪
え
る
ご
い
ふ
こ
ご
は
出
来
な
い
。
だ
か
ら
甘
〈
課
税
す
る
な
ら
ば
、
此
が
良
い
財
源
ご

な
る
-
』
こ
を
得
る
。
従
来
兎
角
之
が
課
税
を
遠
慮
し
た
傾
が
あ
っ
た
げ
れ
ど
も
‘
別
に
之
を
課
税
す
吋
き
所
以
の

相
嘗
の
理
由
あ
る
以
上
は
、
ゐ
ま
り
遠
慮
す
る
に
及
ば
ぬ
。
此
迄
よ
り
も
も
っ
さ
大
な
牧
入
を
翠
げ
得
る
e

』
Z
Z

し
て
良
い
。
叉
少
〈
ご
も
其
或
積
の
も
の
の
如
き
は
、
盆
々
増
牧
の
児
込
さ
へ
も
ゐ
る
(
謹
一
λ

)

O

そ
し
て
間
々
行

は
る
る
加
〈
地
方
図
鴨
に
普
通
の
消
費
税
を
取
る
こ
ご
の
禁
制
せ
ら
れ
て
居
る
場
合
、
又
此
が
禁
制
さ
れ
ぬ
ご
し

¥V8gner， Die 品nanziel1el'vIitbeteiligu:ng der 
Schriften d. Gesellschaft f; Sozrale Reform， 

S. 24 

Graf， ebenda. S. 190 
Gc:meinden &c. S. 39 
Komm1¥nale Stetterfmg-en 

23) 



て
も
事
貫
之
を
行
ひ
難
主
事
情
の
下
に
、
此
娯
楽
税
の
如
き
は
地
方
財
政
=
し

τは
特
に
重
要
な
る
財
源
Z
い
は

な
〈
て
は
な
ら
ぬ
(
註
-
九
)
O

(註

-
Z
)

(E-
穴
)

マ
イ
ヤ
ー
は
、
活
動
寝
具
枕
に
つ
告
て
、

般

は
此f
政
牧
人

目
白3
;!' 
育ir
面
yこ
現
は
る
誌

と
ν、
~、

て
居
る。24)

マ
イ
ヤ

E
は
、
十
七
、
十
八
、
十
九
世
紀
に
於
け
る
者
悟
抵
は
純
防
止
措
で
あ
っ
て
、
閣
の
租
枕
制
度
中
で
唱
だ
従
属
的
重
曜
を
占
め

た
と
し
て
居
る
叫

(
註
-
七
)

ヲ
シ
グ
4

ル
グ
は
、
今
日
の
事
〈
心
都
市
で
は
・
此
娘
細
市
税
が
大
位
入
字
幕
「
る
が
如
〈
に
成
形
せ
ら
る
誌
と
い
ふ
で
居
る
叫

若
干
申
統
計
に
依
れ
ば
.
活
動
寓
民
自
如
き
は
近
年
盆
々
其
且
物
人
を
増
加
し
つ
λ

あ
る
別
で
あ
る
。

(
陸
-
八
)

ピ
ル
シ
パ
ウ
ム
は
、
市
町
村
は
、
市
費
物
値
上
の
枕
を
愈
々
多
〈
制
限
さ
る
ミ
こ
と
に
よ
り
て
之
に

X
り
生
ぜ
ら
る
L
昧
陪
白
補
足

町

白
お
め
に
、
他
山
間
接
税
特
に
支
出
柑
を
拠
ふ
る
こ
と
を
飴
儀
町
〈
せ
ら
れ
、
此
に
先
づ
以
て
娯
朝
抽
出
大
な
役
目
を
働

f
と
い
ふ
て
居
る
。

)
 
B
其
短
所

!
i唯
だ
此
税
が
牧
入
可
動
の
要
求
に
過
は
m
H
Z
レ
ム
こ
ご
は
あ
る
。
税
収
入
を
増
さ
う
ご
し
て
税

率
を
増
し
で
も
必
す
し
も
之
に
感
じ
て
牧
入
が
増
す
こ
正
、
な
ら
中
、
税
牧
入
を
減
じ
ゃ
う
ご

L
て
税
率
を
減
じ

{
睦
-
九
)

て
も
必
宇
し
も
減
牧
ご
な
ら
ぬ
ご
い
ふ
-
}
ど
が
ゐ
品
。
け
れ
ど
も
此
敏
勅
は
他
の
現
存
諸
税
の
多
f
の
も
の
、
共

過
に
も
つ
所
.
に
か
ら
宥
恕
す
る
に
足
る
。
又
此
税
中
の
特
殊
の
も
の
、
如
き
は
、
税
率
を
引
上
げ
て
も
左
迄
損
害

を
作
は
ぬ

Z
い
ふ
も
の
も
ゐ
る
(
註
ニ
O
)
O

マ
イ
ヤ
は
、
市
町
村
由
盆
々
靖
加
す
る
所
。
財
政
需
要
出
、
活
動
寓
民
拾
の
引
上
を
、
牧
入
噌
加
白
括
的
の
歎
迎
き
れ
た
る
且
つ
恒

引

宜
な
る
方
便
と
し
て
現
は
れ
し
め
た
と
い
ふ
て
居
る
。

(陸

=
D
)

(三)
枇
曾
政
策
上
の
見
!I也
よ
り

時

論

第
十
九
谷

(
第
一
-
規
一

o=一)

五

媒
聾
勧
の
軍
要
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時

休
抑
躍
的
の
方
策

|
l
zじ
て
、
比
税
が
娯
楽
を
抑
制
し
、
人
骨
し

τ之
に
耽
ら
ぎ
ら
し
む
る
こ
ご
に
よ

hτ

枇
曾
政
策
に
貢
献
す
る
を
得
る
富
二
一
)ο

勿
論
、
人
ご
し
て
全
〈
燥
梁
?
快
く
ご
い
ふ
ζ

ご
は
出
来
ぬ
。
娯
楽
は

論

媒
曲
部
抵
の
重
要

第
十
九
巻

(
第
ニ
腕
一
O
四
)

五

人
間
を
人
間
ら
し
〈
す
る
所
以
の
も
の
で
も
あ
っ
て
、
人
に
娯
楽
の
倹
地
を
輿
ふ
る
の
は
、
共
人
間
を
人
間
ら
し

か
ら
し
む
る
も
の
で
ゐ
b
、
之
を
抑
制
す
ご
い
ム
ニ
ご
は
世
間
酷
の
や
う
に
も
見
ゆ
る
(
註
ニ
ニ
)
O

併
し
之
に
課
税
す

る
ご
い
ふ
の
は
、
娯
楽
を
禁
止
す
る
の
で
は
な
く
て
、
唯
だ
之
を
節
せ
し
む
る
の
み
で
あ
る
。
之
を
禁
止
γ
る
の
は

酷
で
あ
ら
う
が
、
之
を
節
せ
し
む
る
の
は
酷
で
は
な
〈
て
、
む
し
ろ
人
々
の
健
全
な
る
生
活
を
助
成
す
る
所
以
で

あ
る
o

人
が
制
服
幾
を
会
〈
取
ら
ぬ
こ
Z
は
出
来
ぬ
炉
、
之
に
耽
る
こ

E
は
最
恨
む
4

き
こ
E
で
あ
っ
て
、
或
度
ま

で
之
を
制
し
之
を
節
せ
し
な
る
こ
ご
は
、
人
を
し

τ其
生
活
を
竪
貫
な
ら
し
な
る
も
の
で
あ
る
。
其
が
肉
慢
上
に

も
精
紳
上
に
も
有
盆
で
ゐ
る
。
且
つ
其
経
済
上
の
地
位
を
も
保
全
す
る
。
嘗
該
箇
人
の
経
済
に

t
b
τ
有
利
な
る

は
勿
一
論
、
大
局
に
於
て
金
一
肱
曾
人
の
経
済
を
b
健
全
ご
な
ら
し
む
る
。
特
に
今
日
の
我
閣
の
如
く
困
難
来
ご
古
へ

も
考
へ
ら
る
、
時
代
に
、
而
か
も
娯
楽
熱
の
盛
な
る
仁
於
て
は
、
品
川
麗
ら
之
を
制
限
す
る
の
必
要
が
ゐ
h
J
、
此
税

は
恰
か
も
之
に
遁
臆
す
る
。
加
之
、
此
娯
楽
が
大
館
、
上
流
融
合
に
大
仕
掛
に
行
は
る
、
に
於
て
、
下
屠
枇
曾
の

之
に
制
到
す
忠
一
氏
戚
が
馨
し
い
こ
正
、
な
る
か
ら
・
之
を
制
す
る
の
税
は
枇
品
目
反
戚
を
緩
和
す
る
所
以
で
あ
る
o

尤

も
此
絡
の
酔
聞
の
み
か
ら
い
へ
ば
、
上
層
階
級
の
娯
楽
の
み
を
税
し
て
下
屠
階
級
の
営
見
や
る
を
以
て
足
る
が
如
〈

で
あ
る
が
、
斯
か
る
差
別
課
税
は
謀
否
の
限
界
を
明
確
に
定
め
る
こ
ご
が
困
難
な
る
の
み
で
な
く
、
其
娯
突
が
多



少
奈
修
の
意
義
を
有
つ
以
上
は
(
匙
ニ
三
)
、
俄
A
T
下
屠
階
級
の
享
受
す
る
も
の
な
h
z
も
、
倫
或
度
ま
で
節
せ
し
め

る
が
至
嘗
で
あ
っ
て
、
之
じ
も
課
し
て
差
支
な
い
。
唯
だ
課
税
率
の
定
め
方
に
於
て
、
上
の
方
に
比
較
的
高
〈
な

る
や
う
に
注
意
す
れ
ば
、
其
れ
で
良
か
ら
う
ご
思
ふ
。

(
註
ニ
ご

マ
イ
ャ
ー
に
怯
る
に
、
濁
誼
に
て
は
其
帝
闇
建
設
以
車
、
立
法
者
が
、
租
粧
の
蹴
課
に
於
て
、
柏
積
者
に
劃

L
又
は
租
軸
物
曜
に
針

L
、
好
ま
し
か
ら
ぎ
る
娯
識
を
抑
臨
し
又
は
噌
越
す
る
挟
柏
市
慾

E
止
め
?
?
と
い
ふ
一
定
。
考
に
て
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
特
別
の
目
的
を
結
付
げ

た
。
そ
し
て
一

λ
九
O
年
に
普
魯
西
田
内
務
大
藤
両
大
臣
が
比
積
回
一
位
骨
政
紫
的
謹
力
に
謹
む
と
と
誌
な
づ
た
。
そ
れ
か
ら
特
に
活
動
窮
民
暗
に

つ
き
て
は
、
之
に
よ
ワ
て
活
動
寓
民
の
愛
遣
を
阻
止
し
ゃ
う
と
し
た
が
、
其
理
由
は
・
活
動
潟
民
白
偶
め
に
脅
か
古
れ
た
る
道
義
的
危
険
に
あ
っ

た
。
そ
れ
か

b
、
ヂ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
に
於
け
る
活
動
窮
民
枕
白
坦
由
は
、
此
が
幼
伊
年
者
及
冊
数
育
由
人
民
に
典
ふ
る
不
良
白
影
響
と
い
ふ
こ

と
に
あ
ワ
た
。
倫
ほ
又
ペ
ラ
フ
品
ル

F
ス
が
、
娯
品
市
聴
を
合
め
た
者
修
聴
に
ワ
き
て
此
が
往
々
に
し
て
敬
育
倫
理
上
回
目
的
に
輯
付

t
k
い
ふ
も

同
趣
旨
で
あ
る
明

(
註
ニ
=
)
グ
ユ
ル
」
ザ
シ
ペ
ル
己
目
議
舎
で
、
寄
て
此
軸
J
F

再
決
さ
れ
た
共
時
四
理
由
位
、

J4
に
よ
ワ
て
岡
民
自
挟
聾
を
抑
匪
ず
る
白
は
無
同
抽
だ

と
い
ふ
に
あ
っ
た
。

(
註
ニ
Z
)

前
曲
、
良
一
ご
審
問
。
柑
ほ
加
藤
氏
ほ
此
枕
は
枇
合
政
策
上
憂
ふ
べ
き
も
の
で
な
い
。
何
と
な
れ
ば
課
税
す
べ
き
娯
柴
が
、
既
に
畠

少
、
者
修
的
性
質
量
有
っ
か

b
と
い
ふ
て
居
る
叫

B
助
長
的
の
方
策
ー
ー

い
他
方
此
税
か
ら
生
ム
ず
る
般
入
を
費
消
す
る
方
面
に
於
て
、
枇
曾
政
策
を
助
長
す
る
を
得
る
o

即
ち
此
が
牧

入
を
以
て
一
般
に
枇
舎
政
策
的
事
業
特
仁
救
貧
事
業
費
に
充
つ
る
こ
Z
に
依
っ
て
、
↓
肱
骨
日
政
策
に
貢
献
し
得
品
。

時

娯
操
駒
田
重
要

第
十
丸
巷

(
第
二
統
一

O
E
)

論

E 

Meycr， R. a， O. S. 35'. 36. 41-48. Bela Foldes， Fw. S. 513 
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時

蝉
柴
稔
白
重
要

五
四

論

第
十
九
番

(
第
二
親
一

O
大
)

そ仁一

τ此
が
矯
め
に
此
税
を
目
的
税
ご
柏
崎
L
、
其
牧
入
を
凡
べ
一
1
特
に
此
事
業
費
に
向
け
る
古
い
ふ
考
が
段
に
古

(
土
り
あ
っ
て
(
註
二
四

τ
其
を
賀
行
し
た
例
も
少
〈
な
〈
(
註
二
五
三
そ
し
て
芸
は
今
日
は
諜
算
、
叉
は
財
政
の
統

一
主
義
に
反
す
ご
い
よ
の
理
由
に
て
反
濁
せ
ら
れ
、
賃
際
に
も
之
を
目
的
税
正
せ

g
る
の
例
も
出
た
り
れ
ど
も

(
註
二
六
)
、
此
貼
を
別
主
す
れ
ば
、
必
十

L
も
之
に
反
掛
す
べ
き
も
の
で
な
い
。
此
娯
制
捜
税
ご
一
祉
曾
事
業
主
の
聞
に

或
思
想
的
聯
絡
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
世
の
中
に
殆
ん
ど
何
の
娯
楽
を
も
取
み
得
ぬ
ほ

E
貧
窮
し
た
人
の

ゐ
る
傍
に
、
多
少
の
娯
幾
を
取
り
得
る
幸
繭
な
る
人
が
、
共
娯
紫
を
取
h
つ
、
、
其
境
棚
田
に
戚
謝

L
、
其
謝
意
を

表
す
る
怨
め
に
納
税
を
も
僻
せ
F
ら
ん

Z
し
、
そ
し
て
其
税
が
恰
か
も
同
情
を
戚
じ
っ
、
あ
る
封
象
た
る
食
乏
人

の
震
め
に
費
は
る
、
-
』

Z
を
田
山
ひ
得
る

Z
き
に
、
彼
の
心
理
に
一
居
の
満
足
が
存
じ
得
る
か
ら
で
ゐ
る
(
註
二
七
)
O

だ
か
ら
し
て
此
場
合
の
目
的
枕
の
設
定
は
例
外
Z
し
て
宥
徳

L
得
る
所
で
ゐ
る
が
、
強
ゐ
て
原
則
に
従
っ
て
其
牧

入
が
一
般
的
政
費
に
向
け
ら
る
、

z
L
て
も
、
此
牧
λ
が
あ
る
さ
き
に
は
、

北
(
の
之
な
き
時
よ
り
は
自
然
、

経
費
、
随
ふ
て
叉
枇
曾
事
業
費
が
豊
ご
な
っ
て
、
品
枇
曾
政
策
に
貢
献
す
る
ニ
ご
ご
な

h
得
る
。

(
健
二
四
)

マ
イ
ャ
ー
は
、
川
山
梨
稔
由
起
源
は
、
規
換
を
縞

L
X
は
且
せ
物
に
往
円
J

た
場
合
に
、
貧
民
及
病
人
に
慈
善
的
白
畑
物
を
錯
す
と
い
ふ
中

3
 

世
白
慣
習
に
遡
る
を
符
る
と
い
ふ
て
居
る
叫
が
、
此
事
は
我
岡
田
歴
史
に
で
も
詮
明
し
得
る
や
う
に
思
中
。

(
住
ニ
亙
)

マ
イ
ャ
，
に
位
る
と
、
此
誼
は
初
め
に
は
救
貧
費
支
出
回
一
結
晶
白
目
的
勧
で
あ
り
、
此
枕
の
穏
時
に
於
け
る
根
本
硯
位
、
地
方
救
貧
費

の
充
足
の
錦
め
に
慰
み
物
及
見
せ
物
に
柑
を
取
る
と
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
普
C
は
一
七
九
四
年
に
、
地
方
闘
憾
に
て
救
食
費
を
充
た
す
方
便
白

不
十
分
な
る
と
き
に
は
、
彼
に
、
公
開
挟
撃
に
劃
し
て
粧
日
到
な
続
を
取
る
揺
前
日
酔
奥
へ
ら
れ
た
。
併
し
一
八
七
一
年
の
住
量
補
助
法
白
施
行
地
則 1投

Meyer， 河内 O.S. 2I 33) 



で
、
救
貧
目
的
。
一
持
品
に
公
開
媒
車
申
輯
四
徴
牧
を
規
定
す
る
凡
4

て
申
規
定
を
止
め
、
更
ら
に
一
ス
九
三
年
白
地
方
措
法
に
で
此
枕
牧
入
自
一

け
ん
目
的
自
偽
め
り
使
用
に
欄
す
る
規
定
を
躍
し
た
。
そ
れ
か
ら
ノ
イ
マ
ン
に
憤
れ
ば
、
ザ
ク
セ
シ
で
は
、
娘
柴
粧
が
救
貧
費
に
向
け
ら
れ
、
ク
ツ

7
ア
ー
に
依
れ
ば
、
バ
イ
エ
ル
シ
て
も
、
此
桔
牧
入
が
地
方
的
救
貧
費
に
充
て
ら
れ
、
ピ
ル
ン
バ
ウ
ム
に
依
れ
ば
、
ザ
ク
セ
ン
ア
ル
テ
ン
プ
ル
グ

に
て
も
‘
此
が
民
的
輯
的
性
質
を
有
L
、
其
牧
入
が
其
市
町
村
田
救
賃
金
庫
に
入
れ
ら
れ
た
。
尚
ほ
マ
イ
ヤ
1
其
他
に
慣
れ
ぽ
悌
闘
に
て
も
此
が

4
 
5
 

救
貧
に
向
け
ら
れ
た
所
で
あ
る
。

(
駐
工
大
)

ヲ
グ
ナ
ー
は
、
之
に
つ
き
、
新
し
き
歴
史
的
資
謹
で
は
、
人
が
可
な
り
一
般
に
、
目
的
枕
瞳
系
を
止
め
る
己
主
与
な
っ
た
と

hvp、
々

し
て
普
に
て
は
前
註
二
五
に
も
い
ふ
削
〈
夙
に
之
が
目
的
枕
な
る
こ
と
を
止
め
て
居
た
し
、
マ
イ
ヤ
ー
に
世
る
と
‘
一
九
二

O
年
自
問
誕
闘
枕
訟

の
寅
地
き
る
テ
ま
で
の
周
、
市
町
村
枇
則
が
救
貧
規
定
白
特
別
な
る
闘
法
の
慕
礎
目
上
に
行
は
る
ミ
閣
に
て
も
、
脱
出
常
晴
は
隅
吾
一
f
少
軒
の
例
外

を
以
て
、
最
早
、
救
貧
費
充
足
方
閣
と
し
て
は
見
ら
れ
な
い
乙
と
誌
な
っ
て
居
づ
た
と
い
ム
て
居
る
同

(
註
ニ
セ
』

ヲ
グ
ナ
ー
は
、
之
に
つ
き
、
人
は
此
の
如
、
き
目
的
税
一
般
に
於
て
、
及
特
に
此
場
ム
円
に
心
瑚
的
及
唯
情
理
的
理
市
町
を
置
い
た
。
謹
ん
で

M
閣

支
捌
ふ
と
と
、
此
目
的
に
関
係
し
て
其
に
用
立
て
ん
と
す
る
こ
と
L

活
き
る
込
と
い
ふ
て
居
る
。

ゐ

夏

ら

に

特

殊

な

場

合

で

ゐ

る

が

、

脊

し

〈

娯

興

事

業

の

中

で

も

、

技

義

上

殺

育

上

又

は

祉

合

政

策

上

有

盆

な

る

も

の

例

之

、

古

典

的

劇

場

の

如

き

を

補

助

す

る

費

用

を

備

ふ

る

矯

め

に

、

他

の

好

ま

L
か

ら

ゴ

る

穏

類

の

も

の

例
之
、
活
動
寝
異
に
課
税
し
ゃ
う
ご
い
ふ
考
が
ゐ
る
(
註
一
て
八
)
0

此

は

見

様

に

よ

り

て

は

巧

な

る

利

用

方

法

の

如

〈

で

あ

る

が

、

併

じ

芸

の

保

護

せ

ら

る

、

こ

己

、

な

る

ぺ

き

古

典

劇

も

亦

た

一

面

に

於

τ娯
楽

で

は

あ

旬

、

随

て

或

度

ま

で

節

制

せ

し

め

て

可

で

あ

り

、

そ
し
て
活
動
潟
異
の
中
に
も
皐
問
科
間
半
数
訓
な
刊
と
め
矯
め
に
む

L
ろ
奨
閥
・
し

た

き

も

の

き

へ

あ

る

ほ

V
」

だ

炉

ら

長

ニ

在

、

斯

か

る

差

別

待

遇

は

沼

常

で

は

ゐ

る

ま

い

。

時

娯
梨
稔
の
重
要

(
第
二
娘
一
。
七
)

宜

玉:

第
十
九
巻

官官
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時

論

娯
柴
続
四
重
要

(
第
二
焼
一

O
A
)

第
十
九
巻

-
E
穴

(
億
二
八
)

あ
る
G

パ
ル
メ
ン
で
は
、
活
動
向
地
民
自
由
控
謹
に
よ
り
て
損
害
を
慶
f
る
劇
場
白
補
助
白
怨
め
に
、
活
動
窮
民
税
仕
入
を
使
っ
た
と
い
ふ
と
と
で

{
註
二
九
)

西
調
渇
活
問
時
品
民
政
具
合
は
、
常
に
、
活
動
潟
民
税
が
其
篤
民
提
供
四
方
法
に
大
む
い
坤
影
帆
粧
を
及
ぼ
し
、
併
し
荷
動
山
崎
民
業
の
偉
業
的

丸

、

政
詮
に
は
脳
懇
を
及
ぼ
さ
N
h

る
如
一
発
、
抑
座
松
と
し
て
り
み
勘
む
べ
き
と
と
の
立
脚
駄
を
掠
ワ
た

α

四
生
産
政
策
上
の
見
地
か
ら

仏
囲
内
管
業
着
相
互
関
係

!
i此
統
一
か
課
せ

ιる
、
ご
き
に
、
燥
奨
修
業
者
及
之
に
必
要
材
料
ぞ
供
給
す
る
崎
営

業
者
に
其
鋒
業
機
舎
を
少
か
ら
じ
め
其
所
得
を
損
す
る
ご
い
ふ
こ
さ
は
あ
る
。
立
(
が
此
税
の
不
利
ぜ
い
へ
ば
不
利

だ
が
、
併
し
其
れ
だ
け
他
方
に
、
彼
等
を
し

τ人
生
に
も
つ
ご
有
盆
必
要
な
物
の
供
給
に
鴬
る
こ
ピ
を
鈴
儀
な
(

せ
L
め
て
、
此
方
の
生
産
的
事
業
の
後
遣
を
進
め
る
こ

Z
に
は
な
る
。
共
に
よ
っ
て
埋
合
せ
は
得
ら
る
、
古
い
ふ

も
の
で
あ
る
。
但
し
此
税
の
潟
め
に
娯
楽
業
の
立
行
か

F
る
に
至
る
こ
ご
ご
な
ら
院
や
う
、
出
来
る

rけ
之
仁
軽

(
課
税
せ
よ
正
の
考
も
あ
る
が
(
註
三
C
)
、
主
(
が
娯
楽
に
関
す
る
限
弘
り
に
於
て
は
、
あ
ま
り
に
此
に
拘
は
る
に
及
ば

ぬ
注
目
ω
ふ。

(註--一口)
」
九

C
九
年
。
普
魯
岡
田
悶
帝
に
よ
り
て
地
方
娯
柴
税
炉
開
怖
替
業
の
被
援
に
導
〈
ほ

E
の
高
き
に
で
取
ら
れ
て
仕
な
ら
ぬ
と
い
ふ
注

意
出
出
た
醐

B
封
外
聞
勝
目
業
岩
関
係
1

1
或
は
此
税
の
課
税
方
法
に
よ
っ

τは
娯
築
物
健
の
出
所
に
よ
っ

τ税
率
の
差
等
を

附
け
、
例
之
、
内
園
産
の
活
動
寓
異
に
咽
到
し
外
国
産
の
よ
h
も
低
い
卒
を
誼
用
す
る
こ
ご
に
依
っ
て
、
圏
内
産
業

Meyer， a. 8. .b. S. 41 

Meyer， a. a. !O. S. 47・
Meyer， a. a. O. S. 38. 

釘

泊

四



を
保
護
す
る
さ
い
ふ
こ
=
も
出
来
る
。

五
教
育
及
街
生
政
策
上
ー
ー
に
は
、
前
記
第
三
市
引
の
祉
曾
政
策
視
に
て
設
い
た
も
の
が
、
此
に
も
嘗
る
古
い
ふ
を

得
る
。
唯
だ
此
殺
の
斜
め
に
多
少
.
文
化
抑
師
障
の
傾
は
あ
る
(
詰
三
一
)
。
其
ガ
け
は
認
め
な
〈
で
は
な
ら
ぬ
が
、
其

は
背
に
慨
は
代
へ
ら
れ
な
い
o
大
局
上
有
利
な
此
税
は
若
干
の
犠
牲
を
忍
ん
で
も
之
を
行
ふ
て
良
か
も
う
o
叉
此

文
化
抑
磁
の
心
配
は
、
物
館
山
り
穂
数
に
依
る
課
否
及
税
率
の
差
等
に
て
之
を
緩
和
す
る
を
得
品
。

ワ
グ
ナ

1
位
、
入
が
此
枕
に
於
て
主
化
及
襲
術
の
損
害
を
見
る
と
と
L
な
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
て
居
る
叫

(
註
=
一
-
)

六
賦
課
徴
牧

K
1
1

A
外
人
課
税
の
技
術
上
1
i特
に
地
方
財
政
に
於
て
、
其
地
方
間
模
員
た
ら
F
る
外
来
人
も
、
其
地
方
図
瞳

ω

厄
介
に
な
り
其
恩
恵
を
受
く
る
の
で
あ
り
、
随
ふ
C
之
に
相
嘗
の
課
税
を
魚
し
た
い
の
で
め
る
が
、
地
方
ご
し
て

は
普
渇
の
消
費
税
を
有
た
ぬ
か
ら
、
其
が
六
っ
か

L
ぃ
。
然
る
に
娯
山
県
税
の
如
き
も
の
が
あ
れ
ば
、
彼
等
に
此
目

的
の
潟
め
の
課
税
を
矯
す
こ
正
が
容
易
に
出
来
る
。
特
に
外
来
人
は
土
着
人
よ
り
も
割
合
に
多
く
娯
楽
場
を
見
舞

ふ
傾
が
ゐ
る
か
ら
、
街
克
巳
に
之
に
は
好
都
合
で
あ
る
(
註
三
二
)
O

へ
龍
三
ニ
)

ワ
グ
ナ
ー
は
、
比
密
封
一
部
、
外
人
に
よ
り
て
抑
は
る
‘
ぬ
こ
と
白
好
都
合
な
る
こ
主
を
注
意
し
、
加
藤
氏
も
、
或
市
町
村
に
滞
在
中
、

其
囲
睡
の
給
付
を
享
受
す
る
持
率
人
に
劃
す
る
柑
首
の
課
税
が
此
積
に
よ
り
て
濯
せ
ら
る
込
と
と
を
指
摘
し
て
居
る
副

B
牧
枕
の
第
費
上
1

i此
税
の
一
の
長
所
は
英
牧
税
費
が
割
合
に
hm
い
ご
い
ふ
こ
さ
で
あ
る
。
併
し
此
事
は
此

，
時

員描

娯
鼎
枕
の
軍
要

五
七

{
第
二
挽

第
十
九
巻

一O
九
)
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時

(
第
二
挽
一
一

O
)

E 
F、

百首

媒
讃
枇
の
草
閣
官

第
十
丸
谷

税
が
公
開
的
性
質
の
娯
楽
に
の
み
課
せ
ら
る
る
ご
き
に
は
良
〈
賞
る
が
・
既
に
一
部
、
私
邸
内
の
も
の
に
ま
で
も

之
を
課
税
し
な
〈
て
な
ら
ぬ
と
な
る
ご
、
多
少
面
倒
が
多
〈
な
h
，
、
費
用
も
嵩
H
U

こ
さ
を
兎
れ
な
い
(
註
一
一
三
)
O

げ

れ
ど
も
其
が
此
税
の
致
命
的
の
侠
結
言
は
い
ふ
を
得
ぬ
。
此
稲
の
こ

Z
は
或
度
ま
で
大
抵
の
殺
で
怒
ば
な
〈
て
は

な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

(
恒
三
亘
)

パ
ス
テ
ー
プ
ル
は
、
此
黙
を
高
調
し
て
、
棋
譜
及
者
修
枕
は
、
話
量
し
た
る
財
政
制
度
に
て
賞
際
的
侠
用
と
な
る
の
に
財
、
あ
ま
り
に

容
易
に
謹
股
せ
ら
る
と
い
ふ
て
居
る
同

。士
赤口

論

以
上
要
之
、
娯
幾
税
は
貫
は
我
邦
に
て
は
般
に
地
方
税
ご
し

τ或
度
ま
で
畿
迭
し
て
居
る
が
、
未
H
L

完
成
は
し

て
居
ら
向
。
け
れ
い
と
も
此
が
財
政
牧
入
上
、
給
付
能
力
上
、
婦
た
生
産
及
批
曾
政
策
上
、
数
育
及
街
生
政
策
上
、

租
枕
の
賦
謀
徴
股
上
、
相
官
の
熔
護
古
る
べ
き
根
壌
を
有
も
、
特
に
娯
楽
慾
の
旺
椛
に
し
て
堅
賞
味
又
は
鼻
剣
味

を
快
か
ん
Z
す
る
我
現
代
人
に
反
省
を
促
す
の
方
便
己
し
て
も
考
慮
3
れ
得
る
に
於
て
、
此
際
之
を
改
造
L
完
成

す
る
こ
正
は
時
需
に
適
切
な
る
事
業
で
あ
る
吉
岡
山
ふ
。
若
夫
れ
其
か
構
造
及
所
属
に
闘
し
て
は
編
を
改
め
て
之
を
設

(
で
あ
ら
う
。
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